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教員、大学院生、学生の多数のご参加をお待ちしています！



【ショートアブストラクト】

有機フッ素化合物は医薬農薬および液晶材料など多くの分野で利用される機能性
化合物である。特に薬学部では、医薬品における有機フッ素化合物の有用性は
密接に関連したものであると言える。フッ素原子は有機分子中に導入することで
代謝安定化や脂溶性増大などの面で医薬品の作用増強や効能持続効果を示す
ことから、現在市販される医薬品中にしばしばみられる官能基である．しかしながら、
フッ素原子の有機分子への導入方法は有機合成化学者の間でもそれほど
ポピュラーなものではない。
本日の講演では、通常の有機合成では見られないような有機フッ素化合物特有
の反応性や導入法の特色と言った有機フッ素化学のアウトラインを含め、我々の
研究グループで開発したフッ素化 β - ラクタムをはじめとするフッ素化合物の合成
法について紹介する予定である。
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